


　
芋
川
支
流
畑
川
に
、
県
が
平
成
三
年
度

か
ら
生
活
貯
水
池
事
業
と
し
て
建
設
を
進

め
て
い
た
大
内
ダ
ム
が
完
成
し
、
五
月
二

十
日
、
大
内
地
域
小
栗
山
の
管
理
棟
前
で

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
内
ダ
ム
は
一
級
河
川
子
吉
川
水
系
芋

川
と
畑
川
流
域
の
洪
水
防
止
、
水
道
水
や

農
業
用
水
の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
た
重

力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
昭
和
六
十

三
年
に
予
備
調
査
を
実
施
。
平
成
十
六
年

に
基
礎
掘
削
を
始
め
、
十
七
年
五
月
か
ら

一
年
半
に
わ
た
り
堤
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

打
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
堤
高
二
十
七
・

五
　
、
堤
頂
長
百
六
　
、
総
貯
水
量
は
七

十
二
万
四
千
立
方
　
で
、
総
事
業
費
は
五

十
五
億
八
千
万
円
。
こ
の
ダ
ム
か
ら
大
内

第
二
簡
易
水
道
へ
一
日
あ
た
り
二
千
立
方

　
の
供
給
が
可
能
で
す
。

　
式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
神
事
に
は
西

村
副
知
事
や
国
・
県
議
会
議
員
、
柳
田
市

長
、
井
島
市
議
会
議
長
な
ど
関
係
者
八
十

人
が
出
席
し
、
安
全
な
操
業
を
願
い
ま
し

た
。
　
芋
川
流
域
は
平
成
三
年
度
以
降
に
限
っ

て
も
四
回
も
の
洪
水
被
害
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
大
内
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り

流
域
の
安
全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
諸
用
水
の
安
定
的
な
確
保
や
災

害
に
強
い
都
市
づ
く
り
に
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

キ　
ロ

キ　
ロ

熱
意
だ
け
で
な
く
行
動
を
―
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ー
、

①
由
利
高
原
鉄
道
再
生
計
画
の
周

知
啓
発
と
利
用
促
進
の
働
き
掛
け
、

②
輸
送
量
（
利
用
人
員
）
拡
大
の

取
り
組
み
の
紹
介
説
明
、

③
地
域
住
民
お
よ
び
利
用
者
の
鉄

道
へ
の
思
い
入
れ
や
要
望
な
ど
意

見
発
表
の
機
会
の
提
供
―
―
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

◆問い合わせ先
　由利高原鉄道再生支援協議会
　（市商工振興課　☎24－6378）

　新市になって、市内の施設見学会を毎年行っているという、老人
クラブの大の道長寿会（佐藤清典会長：本荘地域、市老連加盟）が、矢
島・鳥海方面の施設見学が中心の今年、行程の一部に「おばこ号」へ
の乗車を組み入れました。
　佐藤会長は「自分たち
がこのように利用するこ
とで、近隣の団体などが
おばこ号を利用してくれ
るようになるのではと思
い、役員会で決定しまし
た」と語りました。

　県や市、沿線の行政協力員や各駅の協力会など各種関係団体から
なる鳥海山ろく線運営促進連絡協議会（佐藤嘉孝会長）では、開業
時から実施しているゲー
トボール大会、秋には矢
島駅前での「特産品まつ
り」や地域探訪をテーマ
にクイズを解きながらハ
イキングする「おばこハ
イク」などさまざまなイ
ベントを開催しています。

時　刻
7/1（火）

鳥　　海

紫 水 館 日 新 館 善 隣 館
広域行政
センター3F
学習ホール

矢　　島 由　　利 本　　荘

7/2（水） 7/3（木） 7/4（金）

会　　場

開　　会

リ　レ　ー
引き継ぎ式

内　　容

14：00～（※本荘地域は13：30～）

○事例紹介・計画
　説明（本荘地域
　は基調講演）

基調講演
14：10～15：00
（本荘地域は
13：40～15：00）

市および由利高原鉄道（株）からの事
例の紹介と由利高原鉄道再生計画の
説明

○意見発表 15：10～16：30
（本荘地域は
15：10～16：50）

16：40～16：45
（本荘地域は
16：50～17：00）

日ごろおばこ号を利用している高校
生、商工会・観光協会各支部、住民
の代表や駅愛好会の会員などによる
意見発表

鳥海地域
→矢島地域

矢島地域
→由利地域

由利地域
→本荘地域

※七夕列車　
出 発 式

完成祝い、喜びのテープカット

地
域
に
密
着
し
た
路
線

地
域
に
密
着
し
た
路
線

由
利
高
原
鉄
道
　
鳥
海
山
ろ
く
線

由
利
高
原
鉄
道
　
鳥
海
山
ろ
く
線

　
大
正
十
一
年
八
月
に
横
荘
鉄
道

　
大
正
十
一
年
八
月
に
横
荘
鉄
道

西
線
（
羽
後
本
荘
〜
前
郷
間
六
駅

西
線
（
羽
後
本
荘
〜
前
郷
間
六
駅

1111
・
６
　
）
と
し
て
開
業
し
、
昭

・
６
　
）
と
し
て
開
業
し
、
昭

和
六
十
年
十
月
に
は
国
鉄
矢
島
線

和
六
十
年
十
月
に
は
国
鉄
矢
島
線

か
ら
由
利
高
原
鉄
道
鳥
海
山
ろ
く

か
ら
由
利
高
原
鉄
道
鳥
海
山
ろ
く

線
（
現
在
は
羽
後
本
荘
〜
矢
島
間

線
（
現
在
は
羽
後
本
荘
〜
矢
島
間

十
二
駅

十
二
駅
2323
　
）
と
し
て
生
ま
れ
か

　
）
と
し
て
生
ま
れ
か

わ
り
、
こ
れ
ま
で
八
十
六
年
、
そ

わ
り
、
こ
れ
ま
で
八
十
六
年
、
そ

し
て
本
荘
・
矢
島
間
開
通
か
ら
七

し
て
本
荘
・
矢
島
間
開
通
か
ら
七

十
周
年
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
生

十
周
年
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
生

活
路
線
と
し
て
、
こ
の
長
い
歴
史

活
路
線
と
し
て
、
こ
の
長
い
歴
史

を
地
域
住
民
と
と
も
に
は
ぐ
く

を
地
域
住
民
と
と
も
に
は
ぐ
く

み
、
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

、
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
「
地
域
の
足
」
も
、
人
口

　
そ
の
「
地
域
の
足
」
も
、
人
口

の
減
少
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど

の
減
少
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど

に
伴
い
、
輸
送
者
数
は
ピ
ー
ク
時

に
伴
い
、
輸
送
者
数
は
ピ
ー
ク
時

の
約
六
十
三
万
人
か
ら
三
十
五
万

の
約
六
十
三
万
人
か
ら
三
十
五
万

人
へ
と
減
少
し
、
経
常
損
失
で
平

人
へ
と
減
少
し
、
経
常
損
失
で
平

成
四
年
度
か
ら
赤
字
を
計
上
し
て

成
四
年
度
か
ら
赤
字
を
計
上
し
て

い
る
状
況
で
す
。

い
る
状
況
で
す
。

　
赤
字
経
営
を
改
善
す
る
た
め

赤
字
経
営
を
改
善
す
る
た
め

に
、
県
、
市
、
由
利
高
原
鉄
道

に
、
県
、
市
、
由
利
高
原
鉄
道

（
株
）か
ら
な
る
「
再
生
支
援
協
議

か
ら
な
る
「
再
生
支
援
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成
十
九
年

会
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成
十
九
年

度
か
ら
五
年
間
の
経
営
改
善
や
利

度
か
ら
五
年
間
の
経
営
改
善
や
利

用
人
員
の
拡
大
な
ど
の
経
営
方
針

用
人
員
の
拡
大
な
ど
の
経
営
方
針

を
掲
げ
た
再
生
計
画
を
ま
と
め
、

を
掲
げ
た
再
生
計
画
を
ま
と
め
、

赤
字
幅
の
縮
小
を
図
り
、
県
と
市

赤
字
幅
の
縮
小
を
図
り
、
県
と
市

の
負
担
で
補
っ
て
い
る
赤
字
分
を

の
負
担
で
補
っ
て
い
る
赤
字
分
を

平
成
二
十
八
年
度
に
は
県
の
負
担

平
成
二
十
八
年
度
に
は
県
の
負
担

を
求
め
な
い
経
営
を
目
指
し
て
い

を
求
め
な
い
経
営
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
鉄
道
路
線

由
利
高
原
鉄
道
　
鳥
海
山
ろ
く
線

　
大
正
十
一
年
八
月
に
横
荘
鉄
道

西
線
（
羽
後
本
荘
〜
前
郷
間
六
駅

11
・
６
　
）
と
し
て
開
業
し
、
昭

和
六
十
年
十
月
に
は
国
鉄
矢
島
線

か
ら
由
利
高
原
鉄
道
鳥
海
山
ろ
く

線
（
現
在
は
羽
後
本
荘
〜
矢
島
間

十
二
駅
23
　
）
と
し
て
生
ま
れ
か

わ
り
、
こ
れ
ま
で
八
十
六
年
、
そ

し
て
本
荘
・
矢
島
間
開
通
か
ら
七

十
周
年
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
生

活
路
線
と
し
て
、
こ
の
長
い
歴
史

を
地
域
住
民
と
と
も
に
は
ぐ
く

み
、
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
「
地
域
の
足
」
も
、
人
口

の
減
少
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど

に
伴
い
、
輸
送
者
数
は
ピ
ー
ク
時

の
約
六
十
三
万
人
か
ら
三
十
五
万

人
へ
と
減
少
し
、
経
常
損
失
で
平

成
四
年
度
か
ら
赤
字
を
計
上
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　
赤
字
経
営
を
改
善
す
る
た
め

に
、
県
、
市
、
由
利
高
原
鉄
道

（
株
）か
ら
な
る
「
再
生
支
援
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成
十
九
年

度
か
ら
五
年
間
の
経
営
改
善
や
利

用
人
員
の
拡
大
な
ど
の
経
営
方
針

を
掲
げ
た
再
生
計
画
を
ま
と
め
、

赤
字
幅
の
縮
小
を
図
り
、
県
と
市

の
負
担
で
補
っ
て
い
る
赤
字
分
を

平
成
二
十
八
年
度
に
は
県
の
負
担

を
求
め
な
い
経
営
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

（講師）
ＮＰＯ全国鉄道
利用者会議会員
第三セクター鉄
道サポーター
佐藤　和博さん
（秋田市在住：
旧矢島町出身）

※七夕列車
　読売旅行山
形営業所が企
画した貸し切り
列車で、7月5、6
日の二日間運
行。
　当日は山形
の方々約1,200
人が乗車の予
定。

し
ゅ
ん

　
熱
意
だ
け
で
な
く
、

　
熱
意
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
行
動

市
民
の
皆
さ
ん
の
行
動

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

沿
線
住
民
の
み
な
ら
ず
、

沿
線
住
民
の
み
な
ら
ず
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
、

計
画
目
標
の
達
成
を
目

計
画
目
標
の
達
成
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

指
し
ま
し
ょ
う
。

　
熱
意
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
行
動

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

沿
線
住
民
の
み
な
ら
ず
、

市
民
一
丸
と
な
っ
て
、

計
画
目
標
の
達
成
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　秋田内陸線再生支援協議会（会長：岸部陞北秋田市長）の呼び掛
けで、ともに赤字経営が続く両線の再生支援活動に関する情報交換
会が矢島駅インフォメーションセンターで５月30日、関係者30人が
集い開催されました。
　会ではそれぞれの活動
紹介と情報交換が活発に
行われ「いろいろな問題が
あると思うが、熱意だけでな
く行動をしていかなければ
いけない」と、今後もこの会
を継続し開催していくことを
確認しました。



　
「
男
女
共
同
参
画
」
、
い
か
に

も
難
し
そ
う
な
、
イ
メ
ー
ジ
が
わ

か
な
い
日
本
語
で
す
ね
。
「
そ
ん

な
言
葉
聞
い
た
こ
と
が
な
い
わ
！
」

と
い
う
あ
な
た
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
人
生

を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
…
。

ご
く
身
近
な
話
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
社
会
的
・

慣
習
的
に
持
っ
て
い
る
「
男
ら
し
さ
」

「
女
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー
ジ
・
意
識
・

考
え
方
（
こ
の
こ
と
を
英
語
で
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」
と
言
い
ま
す
。
）
に

と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
一
人
が
「
平
等
」

に
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考

え
方
な
の
で
す
。

「
女
だ
か
ら
○
○
で
な
く
ち
ゃ
」

と
か
「
男
だ
か
ら
×
×
し
な
さ
い
」

「
女
だ
か
ら
そ
ん
な
に
勉
強
し
な

く
て
も
」
「
男
は
一
家
の
大
黒
柱
」

「
ど
う
せ
結
婚
す
る
ま
で
の
腰
掛

け
の
仕
事
」
な
ど
、
男
女
と
い
う

性
別
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
行
動
範
囲
・

思
考
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
り
、
阻

害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
こ
う
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

　
さ
て
、
男
女
共
同
参
画
の
必
要

性
が
言
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ

い
た
思
考
が
多
く
見
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。 

　
例
え
ば
、
日
本
で
は
し
ば
し
ば
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
実
際
、
日
本
の
古

典
的
・
典
型
的
な
夫
婦
関
係
は
、

会
社
で
働
く
夫
／
父
親
が
「
一
家

の
稼
ぎ
手
」
と
し
て
家
計
を
支
え
、

妻
／
母
親
は
家
事
や
育
児
あ
る
い

は
介
護
な
ど
に
専
念
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
く
男
女
観
の
下
で
は
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
が
当
然
と
思
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
多
く

の
女
性
は
「
女
性
は
大
学
ま
で
い

く
必
要
は
な
い
」
と
進
学
を
断
念

し
た
り
、
就
職
し
て
も
結
婚
・
出

産
で
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時

代
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
は
古
い
考
え
で
、
今
ど
き

の
若
い
人
は
誰
も
そ
ん
な
こ
と
な

ど
考
え
て
い
な
い
、
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
男
女
の
区
別
、

不
平
等
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
交
際

中
の
男
女
間
の
暴
力
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
若
い
世
代
に
も
残
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
日
本
で
は
、
平
成
十
一
年
に
「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

平
成
十
四
年
に
は
秋
田
県
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
が
施
行
。
合
併

を
経
て
誕
生
し
た
本
市
で
は
、
平

成
十
七
年
度
に
「
市
男
女
共
同
参

画
計
画
」
を
策
定
、
五
つ
の
基
本

目
標
を
設
定
し
、
国
・
県
と
連
携

し
な
が
ら
男
女
が
互
い
に
認
め
合

う
平
等
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

Ⅰ
、
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に 

　
対
す
る
意
識
づ
く
り

　
人
権
の
尊
重
、
個
性
と
能
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
、
性
別
に
よ
る

役
割
を
固
定
的
に
考
え
る
意
識
の

解
消
と
、
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

男
女
が
自
由
に
生
き
方
を
選
択
で

き
る
よ
う
、
思
い
や
り
尊
重
し
あ

う
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅱ
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
活
力  

　
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
社
会
に
お
い
て
、
男
女
が

互
い
に
個
性
を
発
揮
し
、
意
見
を

述
べ
合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か

ち
あ
え
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
男
女
双
方
の
視
点
に
よ
る
企
画
・

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
特
に
女
性

の
参
画
を
進
め
る
た
め
、
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

Ⅲ
、
男
女
が
い
き
い
き
と
働
け
る

　
環
境
づ
く
り

　
男
女
労
働
者
間
の
格
差
と
、
就

業
分
野
・
形
態
に
お
け
る
男
女
の

偏
り
の
解
消
を
推
進
し
、
家
庭
と

職
場
の
両
立
が
図
ら
れ
る
環
境
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
新

し
い
分
野
に
就
業
す
る
た
め
の
支

援
に
努
め
ま
す
。

Ⅳ
、
男
女
が
手
を
と
り
あ
っ
て
と

　
も
に
暮
ら
せ
る
家
庭
づ
く
り

　
家
庭
内
で
も
お
互
い
を
認
め
あ
い
、

尊
重
し
、
協
力
し
あ
う
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
男
性
の
家
庭
生
活
へ

の
参
画
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

仕
事
と
の
両
立
に
係
る
負
担
感
を

緩
和
す
る
た
め
、
支
援
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

Ⅴ
、
生
涯
に
わ
た
り
男
女
と
も
は

　
つ
ら
つ
と
過
ご
す
健
康
づ
く
り

　
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
特
徴
を
理
解
し
、

健
康
維
持
・
増
進
を
図
り
な
が
ら

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障

害
者
が
と
も
に
社
会
を
支
え
る
一

員
と
し
て
活
躍
し
、
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

　
男
性
・
女
性
の
ど
ち
ら
か
が
優

遇
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
で
は
な
く
、

「
女
性
だ
か
ら
〜
」
「
男
性
だ
か

ら
〜
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
い
た
役
割
分
担
の
殻
の
中
に
閉

じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う 

な
社
会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
の
が
男
女
共
同
参
画
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
す
。

　
性
別
の
役
割
分
担
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
、
そ
れ

は
き
っ
と
女
性
だ
け
で
な
く
、
男

性
に
と
っ
て
も
「
幸
せ
な
」
社
会
、

そ
れ
が
私
た
ち
の
目
指
す
男
女
共

同
参
画
社
会
で
す
。
社
会
が
変
化

す
る
中
で
、
誰
も
が
自
ら
の
選
択
に 

よ
っ
て
充
実
し
た
生
き
方
が
で
き

る
よ
う
に
、一
人
一
人
が
家
庭
、
職

場
、地
域
社
会
を
見
つ
め
直
し
、話

し
合
い
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
在

り
方
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
に

　
向
け
た
市
の
基
本
目
標

〜
循
環
型
社
会
に
向
け
て
〜

　
私
た
ち
は
、
大
量
消
費
、
大
量

廃
棄
と
い
う
「
使
い
捨
て
社
会
」

を
見
直
し
、
も
の
を
大
事
に
し
て

資
源
を
大
切
に
使
う
と
い
う
観
点

か
ら
「
循
環
型
社
会
」
の
早
期
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
、
事

業
者
、
行
政
の
三
者
が
協
力
し
あ

っ
て
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
３
Ｒ
の
推
進
〜

　
循
環
型
社
会
と
は
、
天
然
資
源

の
消
費
が
抑
制
さ
れ
、
環
境
へ
の

負
荷
が
低
減
さ
れ
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
３
Ｒ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

３
Ｒ
と
は･･･

？

①
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
〜
減
ら
す
〜
ご
み
に
な
る
も
の

を
増
や
さ
な
い
こ
と
で
す
。

②
Ｒ
Ｅ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）

　
〜
繰
り
返
し
使
う
〜
何
度
も
繰

り
返
し
使
え
る
も
の
を
選
び
、
本

当
に
使
え
な
く
な
る
ま
で
、
ご
み

に
し
て
し
ま
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　
〜
再
生
利
用
す
る
〜
缶
や
び
ん
、

牛
乳
パ
ッ
ク
や
古
紙
な
ど
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
よ
う
。

　家庭の生ごみの減量とリサイクル推
進のための購入助成を行っています。
　助成額　購入費の２分の１の額を助
　成します（※上限５万円）

　マイバッグ運動やごみ減量化、リサイク
ル推進のために、街頭キャンペーンを行う
などの啓発にも取り組んでいます。

　明るくきれいな住みよいまちづくり
を目指し、美しいまちづくり運動を展
開しています。今年も７月の本荘マリ
ーナ海水浴場のほか各地域においてク
リーンアップ事業を予定しています。
市民の皆さんのご協力をお願いします。

　廃棄物の適正処理の確保を妨げる不
法投棄を防ぐため、現在20人の環境監
視員が監視活動を行っています。

▽

※町内会など各種団体によるクリーン
　アップの際には、ごみ袋を無料で支 
　給していますのでご利用ください。

※不法投棄を見つけたら、車両ナンバ 
　ーなど証拠となるものを警察、また 
　は市生活環境課へ通報してください。

循環型社会のイメージ

認め合う　心がつくる　明るい未来

④

③

2,400

2,350

2,300

2,250

2,200

2,150

2,100

2,050

390

380

370

360

350

340

330

320

20年度

19年度

18年度

３年間のごみの搬入量を比較してみました

2,344

2,196
2,169

385

372

347

可燃・不燃ごみ　　 資源ごみ

〜
「
地
球
温
暖
化
」
と
は
〜

　
私
た
ち
の
地
球
は
、
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
暖
め
ら
れ
て

い
る
一
方
、
地
表
か
ら
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
宇
宙
空
間
に
放
出
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行

わ
れ
る
こ
と
で
平
均
気
温
15
℃
を

保
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

濃
度
が
上
が
る
と
、
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
一
部
は
宇
宙
空
間
に
放
出
さ

れ
ず
に
再
び
地
表
に
向
け
て
放
射

さ
れ
、
地
表
の
温
度
が
必
要
以
上
に

上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
現
象

を
「
地
球
温
暖
化
」
と
い
い
ま
す
。 

　
〜
地
球
に
や
さ
し
い 

　
　
　
　
　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
〜

　
私
た
ち
が
二
酸
化
炭
素
の
排
出

減
少
の
た
め
、
３
Ｒ
と
同
様
に
ご

家
庭
で
実
践
で
き
る
取
り
組
み
は

身
近
に
あ
り
ま
す
。

　
地
球
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
心
が
け
、
地
球
温
暖
化
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

各年４月のごみ搬入量
（単位：t）

冷暖房の設定温度の工夫など 
できることから始めてみましょう
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こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

選
挙
当
日
次
の
要
件
を
満
た
し
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

（
１
）住
所
　
農
業
委
員
会
の
区
域

　（
市
の
区
域
）に
住
所
を
有
す
る
方

（
２
）年
齢  

選
挙
人
名
簿
確
定
期
日

　
に
満
20
歳
以
上
の
方
（
昭
和
63
年

　
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

（
３
）耕
作
の
業
務

ア
／
10
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

　
務
を
営
む
方

イ
／
ア
の
方
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

　
配
偶
者

ウ
／
10
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業

　
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

　
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

　
た
だ
し
、
イ
や
ウ
に
該
当
す
る
方
で

も
、
耕
作
従
事
日
数
が
一
年
を
通
じ
て
お

お
む
ね
60
日
に
達
し
て
い
な
い
と
農
業
委

員
会
が
認
め
た
方
は
除
か
れ
ま
す
。

　
入
場
券
は
6
月
30
日
ご
ろ
に  

　
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
れ
ま
す     

　
入
場
券
に
は
選
挙
区
名
、
投
票

所
名
、
投
票
時
間
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

　
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は   

　
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す     

　
投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
投
票

所
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

●
期
日
前
投
票
所
の
設
置
期
間

　
6
月
30
日（
月
）

 
  

　
　
〜 

7
月
5
日（
土
）

　
期
日
前
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、

入
場
券
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
い

る
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
に
記

入
し
、
期
日
前
投
票
所
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

第１選挙区(旧本荘市区域) 
第２選挙区(旧矢島町区域)
第３選挙区(旧岩城町区域)
第４選挙区(旧由利町区域)
第５選挙区(旧大内町区域)
第６選挙区(旧東由利町区域)
第７選挙区(旧西目町区域)
第８選挙区(旧鳥海町区域)

７人
３人
２人
３人
５人
３人
２人
５人

選挙区・区域 委員定数

　
市
循
環
バ
ス
「
ご
て
ん
ま
り
号
」、
岩
城

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
「
亀
田
道
川
線
」、「
南

沢
線
」
の
運
賃
が
７
月
１
日
か
ら
改
定
に

な
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
は
、
今
後
も
運
行
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
、
本
荘
・
岩
城
・
鳥
海

地
域
で
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
な
ど
の
料
金
の
統
一
を
図
る
も
の
で
す
。

　
ご
利
用
の
お
客
様
に
は
ご
負
担
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し

ま
す
。

全 区 間
一律料金

市内循環バス
「ごてんまり号」

岩城コミュニ
ティーバス

現行 ７月～ 現行 ７月～
大人
（中学生以上）
子ども
（小学生以上）
就学前児童

円 円 円

円

100 200 100 200
円 円 円

円

100 100 50 100
無料 無料

➡ ➡

➡

地
域
の
足
　
岩
城
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

″

″

  ごてんまり号・
　岩城コミュニティーバス

い
よ
い
よ

問い合わせ先

〒015－8501  由利本荘市尾崎17
　　　　  市選挙管理委員会
　　　　　　☎2 4－6 3 9 0
　 　または各総合支所振興課

　
近
年
、
一
部
の
地
域
に
集
中

的
に
強
雨
が
発
生
す
る
「
ゲ
リ

ラ
降
雨
」が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
降
雨
が
山
間
部
で
発
生
し

た
場
合
、
下
流
側
で
は
晴
天
で

も
「
急
激
な
水
位
の
上
昇
」
が

起
こ
り
、
非
常
に
危
険
な
状
態

と
な
り
ま
す
。

　
実
際
に
子
吉
川
で
は
昨
年
八

月
四
日
、
矢
島
・
本
荘
地
域
で

弱
い
雨
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
矢
島
水
位
観
測
所
（
長
泥

橋
）
で
午
前
十
一
時
か
ら
正
午

ま
で
の
一
時
間
で
三
㍍
以
上
の

水
位
の
上
昇
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
時
も
、
鳥
海
山
で
は
一

時
間
に
四
十
㍉
と
い
う
強
い
雨

が
局
所
的
に
降
っ
て
い
ま
し

た
。
幸
い
、
事
故
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
川
で
の
釣
り

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

を
行
う
際
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　
間
も
な
く
梅
雨
の
時
期
を
迎

え
、
不
安
定
な
天
候
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
の
サ
イ
ト
か
ら
携

帯
電
話
で
雨
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
七
月
六
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
の
ど
自
慢
」公
開
生
放
送
の
観
覧
を
お
申

し
込
み
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
当
落
を
「
ハ
ガ
キ
」
で
連
絡
し
ま
す

　
皆
さ
ん
か
ら
四
千
百
八
十
九
通
に
及
ぶ

観
覧
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
観
覧
の
当
落
を
ハ
ガ
キ
で
ご
連

絡
し
ま
す
。
当
選
の
場
合
、
こ
の
ハ
ガ
キ

が
「
入
場
整
理
券
」
と
な
り
ま
す
の
で
、

当
日
お
忘
れ
な
く
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
引
き
換
え
は
「
午
前
９
時
」
か
ら

　
当
日
、
ハ
ガ
キ
を
「
座
席
指
定
券
」
に

引
き
換
え
ま
す
。
引
き
換
え
は
、午
前
九

時
か
ら
、
本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行

い
ま
す
。
（
座
席
の
指
定
は
主
催
者
に
一

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

③
開
場
午
前
11
時
、
開
演
は
同
45
分

　
開
場
は
午
前
十
一
時
、
開
演
は
同
十
一

時
四
十
五
分
で
す
。

④
市
役
所
が
「
臨
時
駐
車
場
」
で
す

　
会
場
と
な
る
本
荘
文
化
会
館
の
駐
車
場

は
放
送
機
材
関
係
車
両
が
使
用
し
ま
す
の

で
、お
車
で
ご
来
場
の
場
合
は
「
市
役
所
」

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
広
聴
課
（
☎

24
―
６
２
３
７
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局

（
☎
０
１
８
―
８
２
５
―
８
１
１
１
）。

布
施
　
明
さ
ん

藤
あ
や
子
さ
ん

「
田
植
え
っ
て
楽
し
い
」

笹
子
小
の
体
験
学
習
で

６月１日号本紙10㌻「出羽富士鳥海ツーデーウオーク」中、市内当日参加費1,800円は
「1,000円」の誤りですので、おわびして訂正します。お誘い合わせのうえ、ぜひご参加を。

訂正・
おわび



　
今
回
で
二
十
八
回
目
を
数
え
る

「
大
内
さ
つ
き
ま
つ
り
」
が
五
月

十
七
日
か
ら
六
月
十
五
日
ま
で
市

営
さ
つ
き
栽
培
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
会
場
内
は
さ
わ
や
か
な
花

香
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
市
内
の
さ
つ
き
愛

好
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
自
慢

の
鉢
植
え
五
十
三
点
が
出
品
さ
れ

た
「
さ
つ
き
展
示
会
」
が
行
わ

れ
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
訪
れ

た
観
客
を
魅
了
。
ま
た
、
六
月
八

日
に
は
、
剪
定
や
植
え
替
え
な
ど

を
学
ぶ
「
さ
つ
き
整
形
講
習
会
」

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
自
慢
の
腕

前
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
よ
う

と
、
講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
子
吉
川
市
民
会
議
（
木
谷
豊
四

会
長
）
が
主
催
す
る
「
子
吉
川
花

い
っ
ぱ
い
活
動
」
が
六
月
一
日
、

友
水
公
園
や
、
か
わ
か
ぜ
ロ
ー
ド

花
壇
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
だ
れ
も
が
憩
え

る
子
吉
川
に
し
よ
う
と
、
毎
年
川

沿
い
の
花
壇
に
花
植
え
し
て
い
る

も
の
で
、
会
員
や
由
利
本
荘
造
園

業
組
合
員
、
由
利
高
校
生
、
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど

約
六
十
人
が
参
加
。
サ
ル
ビ
ア
な

ど
約
四
千
五
百
株
が
、
一
つ
一
つ

丁
寧
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
花
壇
サ
ポ
ー
タ
ー
の

手
に
よ
り
水
や
り
な
ど
の
花
の
世

話
が
さ
れ
、
公
園
を
訪
れ
る
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
田
植
え
作
業
後
の
「
さ
な
ぶ
り
」
を
み
ん
な

で
楽
し
も
う
と
、
恒
例
の
鳥
海
「
新
緑
ま
つ

り
」
が
六
月
一
日
、
鳥
海
健
康
広
場
で
開
催
さ

れ
、
今
年
も
二
千
人
を
超
え
る
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
舞
踊
や
バ
ン
ド
演
奏
に
始
ま

り
、
歌
と
津
軽
三
味
線
、
お
笑
い
を
合
わ
せ
た

歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
衆
を
大

い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
呼
び
物
の
「
百
宅
そ
ば
早
喰
い
大
会
」
で
は

男
性
が
一
 
、
女
性
が
八
百
 
と
い
う
超
大
盛

り
の
ざ
る
そ
ば
（
四
〜
五
人
前
）
に
挑
戦
。
声

援
を
受
け
な
が
ら
懸
命
に
口
へ
と
運
ぶ
参
加
者

の
姿
に
拍
手
と
笑
い
が
飛
び
交
い
、
会
場
は
和

や
か
な
色
合
い
に
。
男
性
部
門
で
梶
原
勇
人
さ

ん
（
36
歳
・
秋
田
市
）
、
女
性
部
門
で
菅
野
茂

子
さ
ん
（
66
歳
・
鳥
海
町
上
笹
子
）
が
優
勝
を

飾
り
「
特
産
の
そ
ば
だ
け
あ
っ
て
お
い
し
い
で

す
ね
」
と
余
裕
の
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
由
利
本
荘
青
年
会
議
所（
橋

本
聡
理
事
長
）
が
主
催
し
、今
回

で
二
十
七
回
目
を
数
え
る
「
日
韓

児
童
絵
画
交
流
写
生
大
会
」
が
五

月
二
十
四
日
、
ハ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
開
催
さ
れ
、
由
利

本
荘
市
・
に
か
ほ
市
の
小
学
校
児

童
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
画
交
流
は
、
韓
国
梁
山

青
年
会
議
所
と
の
交
流
事
業
の
一

つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
描
か
れ
た
絵
は
、
韓
国
梁

山
市
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
色
づ
き
始
め
た

園
内
で
、
子
ど
も
た
ち
は
「
ふ
る

さ
と
の
春
」
を
テ
ー
マ
に
、
真
っ

白
な
カ
ン
バ
ス
に
思
い
思
い
に
風

景
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

キ　
ロ

グ
ラ
ム

　
西
目
地
域
の
田
高
町
内
で
六
月

一
日
、
農
事
組
合
法
人
田
高
（
三

浦
善
信
組
合
長
）
に
よ
る
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
定
植
が
行
わ
れ
、
組
合

員
、
町
内
女
性
部
員
な
ど
二
十
人

が
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
栽
培
。
こ
の
日
は
六
十

坪
の
共
同
ハ
ウ
ス
三
棟
に
約
千
本

の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
定
植
し
、
地
域

の
農
業
従
事
者
が
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
作
業
を

す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
収
穫
作
業
は
七
月
中
旬
と
の
こ

と
。
真
っ
赤
に
熟
れ
た
果
実
の
収

穫
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　本荘地域荒町の国土交通省所管の河川
防災ステーションで６月７日、水防講習
会が行われ、市消防団の幹部など関係者
160人が受講しました。秋田河川国道事務
所の佐藤徳男子吉川出張所長の講義を、
団員は「地域の安全は自らの手で守ろう」
と真剣なまなざしで受講していました。

 全国水道週間（６月１日～７日）に合
わせて、６月５日、記念講演会がアクア
パルで開催され、関係者など約80人が参
加しました。講師は、県立大学経営シス
テム工学科准教授の菊地英治先生。「水
処理とはなんでしょう」をテーマに、最
新の浄化方法などを紹介されました。

（社）

ヤ
ン
サ
ン

ぐ



熊
谷
寛
巳
さ
ん
ち
の
拓
真
く
ん
（
も
う
す
ぐ
２
歳
・
堰
口
）

た
く
ま

　雨の続く季節になりました。例年ですと、本県の梅雨入りは６月半ば…。
そんな湿っぽいムードを吹き飛ばすような、受賞や活動の話題が届いています。

 

第
二
十
回
秋
田
お
ば
こ
節
全
国
大
会
が
六
月
一

日
、
大
仙
市
で
行
わ
れ
、
大
賞
の
部
で
阿
部
綾
子

さ
ん（
49
歳
・
北
裏
地
）が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

 

阿
部
さ
ん
に
と
っ
て
、
同
大
会
へ
は
こ
れ
が
六

回
目
の
挑
戦
。
「
気
負
い
な
ど
は
な
く
舞
台
に
立

て
ま
し
た
の
で
、
私
な
り
の
唄
を
歌
う
こ
と
を
心

が
け
ま
し
た
。
で
も
、
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
。

 

澄
ん
だ
素
直
な
歌
声
が
評
価
さ
れ
、
見
事
決
勝

に
進
ん
だ
二
十
人
の
頂
点
に
。
「
決
し
て
納
得
で

き
る
も
の
と
は
言
え
ず
、
反
省
点
も
あ
り
ま
す
が
、

私
と
い
う
歌
い
手
の
個
性
を
少
し
は
出
せ
た
か
な

と
い
う
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
民
謡

を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の
唄
を
歌
え
る
よ
う
努

力
し
ま
す
」
。 

 

民
謡
を
歌
い
始
め
て
十
二
年
あ
ま
り
。
四
月
に

行
わ
れ
た
「
秋
田
港
の
唄
全
国
大
会
」
に
続
く
栄

冠
に
も
慢
心
せ
ず
、
阿
部
さ
ん
は
「
師
匠
や
家
族
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
た
だ
感
謝
で
す
ね
」

と
話
し
、
ほ
ほ
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

 

（
財
）
山
下
太
郎
顕
彰
育
英
会
の
贈

呈
式
が
六
月
六
日
、
横
手
市
で
行
わ
れ
、

倉
田
鉄
也
さ
ん(

61
歳
・
桜
小
路)

が
地

域
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

 

西
目
地
域
で
陶
芸
工
房
を
営
む
倉
田

さ
ん
は
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
窯
場
の
周

り
の
池
や
鉢
で
ハ
ス
の
栽
培
を
始
め
、

三
年
前
か
ら
夏
場
に
「
花
蓮
を
見
る
会
」

を
開
催
。
こ
の
会
を
通
じ
実
践
し
て
き

た
地
域
文
化
向
上
へ
の
継
続
的
な
取
り

組
み
と
、
そ
の
優
れ
た
実
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
現
在
は
休
耕
田
と
三
百
五
十

　
　
　
鉢
に
「
大
賀
ハ
ス
」
な
ど
三
十

　
　
　
五
種
類
を
栽
培
。
「
例
年
七
月

　
　
　
末
か
ら
十
月
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
な
ハ
ス
が
咲
き
ま
す
。
生
育
状

　
　
　
況
を
見
な
が
ら
で
す
が
、
今
年

　
　
　
の
花
蓮
を
見
る
会
は
八
月
十
六

　
　
　
日
、
十
七
日
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
」
と
話
し
、
着
々
と
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

 

「
土
地
所
有
者
の
柴
田
輝
男
さ
ん
と

齊
藤
勉
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
新
た
に

五
つ
の
大
き
な
池
を
造
り
ま
し
た
。
市

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
美
し
い

ハ
ス
の
名
所
と
し
て
全
国
へ
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

 

同
育
英
会
は
、
同
市
大
森
町
出
身
の

実
業
家
・
山
下
太
郎
さ
ん
の
遺
志
を
継

ぎ
、
夫
人
が
設
立
。
研
究
助
成
や
奨
学

援
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

 

再
び
、
全
国
大
会
の
舞
台
へ

今
度
は
秋
田
お
ば
こ
節
で
日
本
一
に

「花蓮を見る会」で地域貢献　　

　
第
二
十
一
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
東

北
少
年
柔
道
大
会
が
五
月
十
八
日
、

盛
岡
市
で
行
わ
れ
、
小
友
唯
心
塾 

（
佐
藤
広
実
監
督
）
が
各
県
の
強

豪
を
打
ち
破
っ
て
団
体
優
勝
を
遂

げ
ま
し
た
。

 

決
勝
で
は
、
昨
年
に
続
き
青
森

県
鶴
田
町
柔
道
ス
ポ
少
を
対
戦
。

見
事
雪
辱
を
果
た
す
と
と
も
に
、

再
び
九
月
二
十
一
日
に
東
京
武
道

館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
佐
藤
監
督

は
「
五
月
の
全
国
大
会
よ
り
も
上

の
成
績
を
目
指
し
て
、
ゆ
っ
く
り

調
整
し
ま
す
」
と 

語
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
の
貴
重
な
自
然
の
保
護
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
子
吉
和
典
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
環
境
教
育
指
導
協
会
・

秋
田
マ
リ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
理
事
長
、

由
利
工
業
高
校
四
期
生
。
旧
姓
・
小

松
・
60
歳
）
が
五
月
二
十
八
日
、
男

鹿
沖
で
撮
影
し
た
写
真
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
を
母
校
で
あ
る
由
利
工
業
高
校
へ

寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
発
見
・
撮
影
が
難
し
い
と

言
わ
れ
る
ハ
タ
ハ
タ
の
産
卵
と
国
内

の
北
限
の
サ
ン
ゴ
（
イ
ソ
バ
ナ
）
な

ど
を
撮
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
写
真
で
、
子

吉
さ
ん
は
「
こ
の
貴
重
な
資
料
を
後

世
に
継
承
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

自
然
保
護
活
動
に
対
す
る
理
解
を
求

め
ま
し
た
。 

　
に
か
ほ
市
の
農
場
で
ダ
チ
ョ
ウ
を

飼
育
し
て
い
る
佐
々
木
清
二
さ
ん 

（
56
歳
・
岩
谷
町
）
が
六
月
四
日
、

ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
二
個
を
「
子
ど
も
た

ち
の
学
習
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」

と
岩
谷
小
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

四
年
前
か
ら
始
め
、
佐
々
木
さ
ん

は
現
在
、
食
肉
用
に
親
鳥
三
羽
を
含

む
四
十
羽
を
飼
育
。
重
さ
一
・
七
㌔
、

直
径
十
二
㌢
と
、
ニ
ワ
ト
リ
の
卵
の

二
十
〜
二
十
五
倍
も
あ
る
特
大
サ
イ

ズ
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
き
な
が
ら
「
ダ

チ
ョ
ウ
は
何
年
生
き
ま
す
か
？
」(

三

十
〜
四
十
年)

、
「
何
日
で
ふ
化
す

る
の
？
」
（
四
十
四
日
）
な
ど
と
質

問
。
輪
に
な
っ
て
珍
し
い
卵
に
見
入

っ
た
り
な
で
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

４
期
生
の
子
吉
さ
ん

佐
々
木
さ
ん
か
ら
岩
谷
小
へ

金
森
福
子
さ
ん
が
第
２
位
に

善
意

優勝トロフィーの中からかわいい一つを手に

窯場の前でハスの株を植え替え－

佐
藤
監
督
（
右
）
と
と
も
に

全
国
大
会
出
場
を
喜
ぶ
メ
ン 

バ
ー

！

う
た

  

金
森
韓
国
語
・
中
国
語
教
室

金
森
韓
国
語
・
中
国
語
教
室

（
秋
田
、
岩
城
教
室
）
代
表
で
、

（
秋
田
、
岩
城
教
室
）
代
表
で
、

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
非
常
勤
講

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
非
常
勤
講

師
、
明
桜
高
校
・
県
立
明
徳
館

師
、
明
桜
高
校
・
県
立
明
徳
館

高
校
の
韓
国
語
・
中
国
語
講
師

高
校
の
韓
国
語
・
中
国
語
講
師

を
務
め
ら
れ
て
い
る
金
森
福
子

を
務
め
ら
れ
て
い
る
金
森
福
子

さ
ん
（

さ
ん
（
4444
歳
・
岩
城
内
道
川
）

歳
・
岩
城
内
道
川
）

が
こ
の
ほ
ど
、
室
蘭
市
で
行
わ

が
こ
の
ほ
ど
、
室
蘭
市
で
行
わ

れ
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
連

れ
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
連

盟
大
会
で
女
性
に
機
会
を
与
え

盟
大
会
で
女
性
に
機
会
を
与
え

る
賞
（
Ｗ
Ｏ
Ａ
）
第
２
位
に
輝

る
賞
（
Ｗ
Ｏ
Ａ
）
第
２
位
に
輝

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。 

 

金
森
さ
ん
は
中
国
吉
林
省
出

金
森
さ
ん
は
中
国
吉
林
省
出

身
で
、
小
学
校
の
先
生
を
務
め

身
で
、
小
学
校
の
先
生
を
務
め

た
後
、
結
婚
し
て
岩
城
に
在
住
。

た
後
、
結
婚
し
て
岩
城
に
在
住
。

異
国
の
地
で
苦
労
し
な
が
ら
も
、

異
国
の
地
で
苦
労
し
な
が
ら
も
、

自
ら
中
国
語
や
韓
国
語
テ
キ
ス

自
ら
中
国
語
や
韓
国
語
テ
キ
ス

ト
を
作
成
し
、
大
学
や
高
校
、

ト
を
作
成
し
、
大
学
や
高
校
、

さ
き
が
け
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

さ
き
が
け
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
で
講
師
を
務
め
な
が
ら

ル
な
ど
で
講
師
を
務
め
な
が
ら

自
ら
の
教
室
を
開
設
。
ま
た
、

自
ら
の
教
室
を
開
設
。
ま
た
、

韓
国
旅
行
者
と
教
室
の
生
徒
と

韓
国
旅
行
者
と
教
室
の
生
徒
と

の
交
流
も
行
い
、
国
際
交
流
に

の
交
流
も
行
い
、
国
際
交
流
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

  

金
森
韓
国
語
・
中
国
語
教
室

（
秋
田
、
岩
城
教
室
）
代
表
で
、

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
非
常
勤
講

師
、
明
桜
高
校
・
県
立
明
徳
館

高
校
の
韓
国
語
・
中
国
語
講
師

を
務
め
ら
れ
て
い
る
金
森
福
子

さ
ん
（
44
歳
・
岩
城
内
道
川
）

が
こ
の
ほ
ど
、
室
蘭
市
で
行
わ

れ
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
連

盟
大
会
で
女
性
に
機
会
を
与
え

る
賞
（
Ｗ
Ｏ
Ａ
）
第
２
位
に
輝

き
ま
し
た
。 

 

金
森
さ
ん
は
中
国
吉
林
省
出

身
で
、
小
学
校
の
先
生
を
務
め

た
後
、
結
婚
し
て
岩
城
に
在
住
。

異
国
の
地
で
苦
労
し
な
が
ら
も
、

自
ら
中
国
語
や
韓
国
語
テ
キ
ス

ト
を
作
成
し
、
大
学
や
高
校
、

さ
き
が
け
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
で
講
師
を
務
め
な
が
ら

自
ら
の
教
室
を
開
設
。
ま
た
、

韓
国
旅
行
者
と
教
室
の
生
徒
と

の
交
流
も
行
い
、
国
際
交
流
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。



セ
ン
チ

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　
本
荘
地
域
　
１
戸
（
砂
子
下
）

　
岩
城
地
域
　
６
戸
（
愛
宕
・
愛
宕

　
　
西
・
鶴
岡
・
新
鶴
潟
・
緑
ヶ
丘
北
）

　
由
利
地
域
　
１
戸
（
滝
沢
舘
）

▽
申
し
込
み
期
限
　
６
月
25
日（
水
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市

　
都
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３

　
４
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

　
ま
で

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
の
方

▽
申
し
込
み
期
間
　
６
月
24
日（
火
）

　
か
ら
７
月
１
日（
火
）ま
で

▽
申
込
書
の
請
求
先
　
最
寄
り
の
税

　
務
署
、仙
台
国
税
局
人
事
第
２
課
、

　
人
事
院
東
北
事
務
局

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
人
事
院
東
北
事

　
務
局
（
☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２

　
０
２
２
）
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

　
２
課
（
☎
０
２
２
―
２
６
３
―
１

　
１
１
１
）

　
県
民
総
参
加
で
の
地
球
温
暖
化
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
ま
す
。

▽
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　
Ａ

　
４
判
白
紙
に
15
 
四
方
の
枠
を
作

　
成
し
デ
ザ
イ
ン

▽
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
　
20
字
以
内

▽
募
集
締
め
切
り
　
７
月
４
日（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
生
活
環
境
文

　
化
部
環
境
あ
き
た
創
造
課
（
☎
０

　
１
８
―
８
６
０
―
１
５
７
３

▽
と
き
　
７
月
２
日（
水
）午
後
１
時

　
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
子
吉
出
張
所

▽
内
容
　
人
権
相
談
、
困
り
ご
と
、

　
子
ど
も
の
人
権
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務

　
局
本
荘
支
局
（
☎
２
２
―
１
２
０

　
０
）

　
児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
６
月

に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お

け
る
受
給
者
の
状
況
を
把
握
し
、
引

き
続
き
児
童
手
当
を
受
給
す
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（
届
出
用
紙
な
ど
は
郵
送
い
た

し
ま
す
）

▽
対
象
　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給

　
し
て
い
る
方

▽
受
け
付
け
期
間
　
６
月
16
日
〜
27

　
日
（
土
・
日
を
除
き
ま
す
）

▽
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育

　
て
支
援
課
（
☎
24
―
６
３
１
９
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
市
・
県
民
税
第
１
期
分
の
納
期
限

（
口
座
振
替
日
）
は
６
月
30
日（
月
）

で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で

忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
納
付
の
方
は
、
預
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
30
日

（
月
）で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
動
車
税
を
安
全
、
確
実

に
納
付
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
口
座
振
替
依
頼

届
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
平
成

20
年
３
月
末
ま
で
に
口
座
振
替
納
税

を
届
出
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
預

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
届
出
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
平
成
21
年
度
か
ら
の
振
替

と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
地
域
振
興

　
局
県
税
課
（
☎
23
―
４
１
０
５
）

　
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
事

件
の
解
決
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

「
理
解
と
協
力
」
が
必
要
で
す
。
万
一

被
害
に
あ
っ
た
ら
『
現
場
は
そ
の
ま

ま
、
早
い
届
出
』
を
す
る
こ
と
で
、

犯
人
検
挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
警
察
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
事
件
を
知
っ
た
ら
１
１
０
番

　
１
１
０
番
通
報
に
よ
り
、
近
く
に

い
る
パ
ト
カ
ー
が
現
場
に
急
行
し
ま

す
。
素
早
い
通
報
が
犯
人
検
挙
に
つ

な
が
り
ま
す
。

●
現
場
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に

　
届
出
が
早
い
ほ
ど
、
現
場
に
は
犯

人
に
結
び
つ
く
指
紋
や
痕
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
っ
た
時
は
家

の
中
を
片
付
け
た
り
し
な
い
で
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
届
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
警
察

　
署
（
☎
23
―
４
１
１
１
）

　
市
で
は
、
自
力
で
寝
具
類
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
方
の
、
布
団
・
毛
布

・
枕
な
ど
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、

　
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
寝
た
き
り

　
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
お
よ

　
び
重
度
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
、

　
世
帯
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

▽
実
施
月
　
７
月
、
11
月
、
２
月
の

　
年
３
回

▽
申
請
期
限
　
６
月
30
日（
月
）

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
長
寿

　
支
援
課
（
☎
24
―
６
３
２
２
）
ま

　
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

▽
と
き
　
受
験
講
習
会

８̈
月
22
日

　（
金
）、
認
定
試
験
日

９̈
月
26
日

　（
金
）　
※
試
験
だ
け
を
受
け
る
こ

　
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
と
こ
ろ
　
秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル

▽
申
し
込
み
期
間
　
６
月
13
日（
金
）

　
〜
７
月
４
日（
金
）

▽
手
数
料
　
６
千
円

▽
申
し
込
み
先
　
市
上
下
水
道
課

　（
管
理
班
☎
24
―
６
３
４
４
）
ま

　
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
下
水
道
協

　
会
秋
田
県
支
部
（
☎
０
１
８
―
８

　
６
４
―
１
４
２
７
）

　本市矢島地域で開催されております「夏の風物詩」で
あるサイクルロードレースも今回で22回目を迎えまし
た。今年は、７月26日（土）・27日（日）の２日間にわた
り開催いたします｡
　この大会は、日本３大ヒルクライムレースとして、全
国各地から900人余りの選手が参加しております。
7月26日（土）　タイムトライアル
　・長泥～木在（折り返し）～長泥
7月27日（日）　ロードレース
　・ハーフクラス　パチンコ矢島付近（栩木田）～花立
　・フルクラス　　パチンコ矢島付近（栩木田）～祓川

　事務局では、大会のボランティアスタッフ（受け付け、
選手接待など）を募集しています｡「地元の方とのふれ
あいが良い思い出になった」といった選手の声も多く、
参加選手と交流を深める大変良い機会ですので、市民の
皆さまのボランティアへの参加をお待ちしております｡

　当大会プログラムへの広告協賛を募集しています。
「大会の内容充実を図り、由利本荘市で良い思い出をつ
くってもらい、またおいでいただく」を目標に準備・運
営にあたります。
　広告料金　Ａ４判　１面　　　 15,000円
　　　　　　Ａ４判　１／２面　　8,000円
※ボランティアに参加していただける方、広告協賛に賛
　同していただける方は、７月１日（火）までに大会事
　務局へご連絡ください｡
　たくさんの方々のご協力・ご支援をお願いします。
　問い合わせ先　大会事務局（矢島総合支所産業課内☎
　55－4953）

▽

　津軽海峡の荒波が削り上げた「仏ヶ浦」と日本三大霊山「恐山」の
ある青森県下北半島を旅してみませんか？
　とき　９月６日（土）～７日（日）　
　募集人員　70人（最少催行人員60人）
　旅行代金　乗車駅により39,000円～40,600円
　宿泊地　下風呂温泉　ホテルニュー下風呂
　問い合わせ先　由利高原鉄道旅行センター（☎56－2236）▽

▽
▽
▽
▽

　とき　８月２日（土）午後７時30分
　ところ　友水公園（ボートプラザアクアパ
　ル前河川敷）

　花火大会中のメッセージ花火の際に、進行
役が、メッセージを読み上げます。（申込者
が用意する収録音源も可）また、大会パンフ
レットにメッセージを掲載します。
　協賛金　１件（50字以内）10,000円
　申し込み期限　６月30日（月）午後５時

　「桟敷席」での花火観覧はいかがですか？
ご希望の方は、お早めにどうぞ。
　席料　１マス（１坪）　5,000円
　席数　44マス
　申し込み期限　７月31日（木）

　問い合わせ先　市観光協会本荘支部事務局
　（市観光振興課内☎24－6349）

▽
▽
▽
▽

▽
▽
▽

▽
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▽
時
間
　
給
油
取
扱
所
講
習
（
午
前

　
９
時
〜
正
午
）、
一
般
（
そ
の
他
）

　
講
習
（
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４

　
時
30
分
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
６
月
16
日（
月
）〜
27
日（
金
）の
期

　
間
、
市
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
22

　
―
４
２
８
２
）
ま
た
は
、
矢
島
消

　
防
署
（
☎
55
―
２
１
１
１
）
へ

※
申
込
書
は
、
各
消
防
署
お
よ
び
各

　
分
署
に
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
に
使
用
す
る
教
科
書

の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。
各
教
科
書

会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
教
科
書
を
実

際
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
と
き
　
６
月
20
日（
金
）〜
７
月
７

　
日（
月
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

　
時
（
※
閲
覧
で
き
な
い
日
　
６
月

　
23
日（
月
）
、
26
日（
木
）
、
30
日

　（
月
）
、
７
月
３
日
（
木
））

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　（
本
荘
図
書
館
内
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
育
研
究
所

　（
☎
22
―
２
７
０
７
）

　
県
立
大
生
と
の
お
も
ち
ゃ
作
り
。

▽
と
き
　
６
月
28
日（
土
）午
前
10
時

　
〜
正
午

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
中
央
児
童
館

▽
参
加
費
　
無
料

▽
内
容
　
木
工
お
も
ち
ゃ
作
り

▽
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
荘
中
央
児

　
童
館
（
☎
22
―
３
４
８
９
）

▼表１　軽減に該当する世帯の所得金額別軽減割合

軽減割合

７割

５割

２割

国保加入者数 国保加入者と世帯主の前年所得

33万円以下

57万5千円以下

68万円以下

何人でも

1人（世帯主を除く）

1人増えるごとに24万5千円を加算した金額

1人

1人増えるごとに35万円を加算した金額

とき
７月24日（木）
７月29日（火）
８月１日（金）
８月７日（木）
８月20日（水）
８月29日（金）
９月９日（火）
９月12日（金）

ところ
秋田市文化会館
湯沢雄勝広域交流センター
本荘由利広域交流センター

秋田市文化会館

仙北ふれあい文化センター
平鹿生涯学習センター
秋田市文化会館（一般のみ）

　国民年金保険料の免除制度をご存じですか？
　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場
合には、本人の申請手続きによって保険料の納付が免除される
制度があります。免除制度の対象となるためには、本人・配偶
者・世帯主の所得に制限があります。（詳細は、お問い合わせ
ください）

　なお、一部納付（一部免除）については、一部納付保険料が
未納の場合、一部免除も無効（全額未納と同じ）になります。
また、30歳未満の方には「若年者納付猶予制度」、学生の方に
は「学生納付特例制度」があります。
　いずれも申請の際は、年金手帳、印鑑が必要です。失業中の
方は離職票または雇用保険受給者証、学生の方は、学生証また
は在学証明書もご持参ください。
※他市町村から転入された方は、所得状況を証明する書類を添
　付してください。
　保険料を未納のまま放置すると・・・
　将来の老齢基礎年金を受け取ることができなくなったり、万
が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることがで
きない場合があります。必ず保険料を納めるか、納めることが
難しい方は上記制度の申請をしましょう。
　申請先　市民生活課・各総合支所市民課
　問い合わせ先　市民生活課（☎24－6246）、秋田社会保険事
　務局本荘事務所（☎24－1114）

　国保税は、所得が低い世帯の負担を軽減するため、世帯主と
その世帯の国保加入者の所得金額に応じて「均等割」と「平等
割」が軽減されています。（表１　参照）そのうち、２割軽減
についてはこれまで申請が必要でしたが、今年度より申請が不
要になります。７割・５割軽減と同様、世帯員全員が市県民税
の申告をしている場合は、特に手続きの必要がありません。
　また、世帯内に国保から後期高齢者医療制度に移行した方が
いる場合は、移行した方も国保加入者数に加えて判定を行いま
すので、これまでと同様の軽減が受けられます。詳細は市広報
５月15日号15ページ「国民健康保険税シリーズ３」をご覧くだ
さい。
　問い合わせ先：市税務課国保税班（☎24－6306）

▽
▽

▽

免除の種類
全 額 免 除
４分の１納付
半 額 納 付
４分の３納付

月額保険料
0円

3,600円
7,210円
10,810円

免除される額
14,410円
10,810円
7,200円
3,600円

◎本荘図書館　☎22－4900
別冊図書館戦争　　　　　　有川　浩
セカンドスプリング　　　　川渕圭一
極楽谷に死す　　　　　　　西木正明
賢い身体バカな身体　　　　桜井章一
教育再生への挑戦　　　　PHP研究所
中国の闇　　　　　　　　　何　清漣
松本清張への召集令状　　　森　史朗
戸村飯店青春100連発　　  瀬尾まいこ
狐火の家　　　　　　　　　貴志祐介
不安な兵士たち
　　サビーネ・フリューシュトゥック
理性の奪還－もうひとつの「不都合な真実」－
　　　　　　　　　　　　アル・ゴア
わがままなやつら
　　　　　　　　エイミー・ベンダー
田中将大　ヒーローのすべて
　　　　　　　　　　　　　黒田　伸
森のすみか　　　　さくらい　ともか
飼育係長　　　　よしなが　こうたく
百まいのドレス
　　　　　　　エレナー・エスティス
とってもいいひ　　ケビン・ヘンクス
◎岩城図書館　☎73－3673
霧のソレア　　　　　　　　緒川　怜
遊女のあと　　　　　　　　諸田玲子
サウスポイント　　よしもと　ばなな
りすん　　　　　　　　　　諏訪哲史
手拭い弁之助　　　　　　　南原幹雄
きみは太陽のようにきれいだよ
　　　　　　　　　　　ロサ・オスナ
真夜中の学校で　　　　　　川端裕人
ちいさなたからもの
　　　　　　　　アンドレ・ダーハン
なにがほしいの、おうじさま？
　　　　　　クロード・Ｋ・デュボワ
てとてとてとて　　　　　　浜田桂子
◎由利図書館　☎53－2121
ツバメ記念日　　　　　　　重松　清
法廷ライブ秋田連続児童殺害事件
　　　　　　　　　産経新聞社社会部
薔薇のない花屋　　　　　　野島伸司
世界一受けたい授業使える知識BEST 100
　　　　　　　　　日本テレビ放送網
荷抜け　　　　　　　　岡崎ひでたか
兵士ピースフル
　　　　　　　マイケル・モーパーゴ
埋もれる　　　　　　　　　奈良美那
警視庁情報官　　　　　　　浜　嘉之
極秘資金　　　　　　　　　長岡哲生
チームふたり　　　　　　吉野万里子
なぜ、めい王星は惑星じゃないの？
　　　　　　　　　　　　　布施哲治
耳の聞こえない子がわたります
　　　　　　　　マーリー・マトソン

　最終回では、うつ状態になった方への対応について紹介します。
　周囲の人々の正しい理解と温かな見守りが、うつ状態で悩んでいる方への回復を
助けます。
【うつ状態の方への対応について】
●なるべくいつも通りに接しましょう。
●励ましすぎないようにしましょう。
　「頑張りたくても頑張れない」のがうつ状態の特徴です。心配すればするほど本
人を励ましたくなりますが、「頑張って」という言葉は逆に負担になることがある
ので、温かく見守りましょう。
●重要な決定は先延ばしにさせましょう。
　決断力が鈍り、優柔不断になっていることが多いので、重要な決定は先延ばしに
させましょう。
●休養が十分にとれるように気を配りましょう。
　調子の悪いときは、眠れず生活のリズムが乱れていることがあります。うつ状態
の治療の基本は、きちんと服薬し、ゆっくり休むことです。まずはゆっくりと体と
こころを休ませるように気を配りましょう。
●かかりつけ医や専門の医療機関を受診するよう勧めましょう。
　症状が長く続いたり、生活に支障をきたす場合は、かかりつけ医や専門の医療機
関を受診するよう勧めましょう。また、症状をうまく伝えることができない場合が
あるので、誰かが付き添って受診するようにしましょう。本人が受診を拒否した場
合は、本人が信頼している家族・友人などから受診を勧めてください。
●相談機関を活用しましょう

　自殺を考えている人は、誰にも相談しないけれど、何らかのサインを出している
といわれます。家族・友人・地域とのつながりを大切に、日頃から"つらいときは
誰かに話す"、"まわりも声をかける"関係をつくっておきたいものですね。

相談機関 電話番号
由 利 本 荘 保 健 所
矢 島 福 祉 保 健 課
由 利 福 祉 保 健 課
東由利福祉保健課
鳥 海 福 祉 保 健 課

２２－４１２０
５５－４９６０
５３－４１２６
６９－２１１８
５７－３５０１

相談機関 電話番号
市 健 康 管 理 課
岩 城 福 祉 保 健 課
大 内 福 祉 保 健 課
西 目 福 祉 保 健 課
秋田いのちの電話

２２－１８３４
７３－３１７５
６５－２８１０
３３－３９８３
０１８－８６５－４３４３

※　秋田県では、さまざまな困りごと・心配ごと（こころ、金銭、家庭問題、介護、法律
　に関することなど）を気軽に相談できるよう「ふきのとうほっとライン」（ホーム
　ページhttp ://www .pre f.akita.jp/ eisei / news/ sa fetynet.ht ml）を開設しています。
　　困ったときは一人で悩まないで誰かに相談してください。

　「声かけボランティア養成講座」の開催については16㌻をご覧ください。

　市内の図書館・図書室を共通カードで利用できる
よう、ネットワーク化の準備が進んでいます。７月
１日から運用開始の予定で、どこにいても、どの図
書館・図書室からも迅速に本など図書資料（蔵書24
万7,000冊）を借りることができるようになります。
（※出羽伝承館は平成23年度から）
　現在、市内図書館と公民館図書室は本など図書資料の相互貸借を行っ
てきていますが、電話やファクスを使ったやりとりですので時間がか
かっています。ネットワーク化すると互いの貸借手続きが瞬時にでき、
利用者が借りたい本などを手にするまでの時間が大幅に短縮され、市民
皆さまが利用しやすいものになります。
　また、手元のインターネット加入のパソコンからも、居ながらに図書
館・図書室の蔵書を検索できるようになります。



       

　
県
立
大
学
で
は
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

四
月
か
ら
「
語
学
教
室
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

外
国
人
教
員
ご
家
族
が
講
師
を
担
当
し
、
一
般

市
民
や
高
校
生
な
ど
三
十
九
人
の
方
々
が
初
級

会
話
や
文
化
・
生
活
習
慣
を
学
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
学
教
室
の
模
様
を
お

伝
え
し
ま
す
。 

 

■
韓
国
語
教
室
（
毎
週
水
曜
日
） 

　
受
講
者
は
十
九
人
。
由
利
工
業
高
校
二
年
の

女
子
生
徒
二
名
の
ほ
か
、
小
学
三
年
生
の
女
子

児
童
も
祖
母
の
方
と
一
緒
に
受
講
し
て
い
ま
す
。 

講
師
は
金
京
淑
さ
ん
。
夫
は
経
営
シ
ス
テ
ム
工

学
科
の
朴
元
煕
准
教
授
で
す
。
金
さ
ん
は
韓
国

語
教
師
資
格
を
持
つ
だ
け
あ
っ
て
、
説
明
は
丁

寧
で
わ
か
り
や
す
く
、
学
び
ご
た
え
も
あ
り
ま

す
。
韓
流
ド
ラ
マ
を
見
な
が
ら
、
会
話
や
文
化

を
学
ぶ
ス
タ
イ
ル
も
採
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

 
■
中
国
語
教
室
（
毎
週
木
曜
日
） 

　
受
講
者
は
十
四
人
。
本
学
の
学
生
も
「
中
国

出
身
の
教
員
や
留
学
生
が
多
い
の
で
中
国
語
を

学
び
た
い
」
と
四
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。 

講
師
は
朱
小
蕾
さ
ん
。
夫
は
電
子
情
報
シ
ス
テ

ム
学
科
の
陳
国
躍
准
教
授
で
す
。
日
常
会
話
の

場
面
を
自
然
な
演
技
で
表
現
す
る
朱
さ
ん
。
そ

の
親
し
み
の
あ
る
笑
顔
に
教
室
は
和
や
か
な
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
八
月
に
北
京
五
輪

に
行
こ
う
！
」
を
目
標
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

■
ス
ペ
イ
ン
語
教
室
（
毎
週
金
曜
日
） 

　
受
講
者
は
六
人
で
す
が
「
地
元
で
は
な
か
な

か
学
ぶ
機
会
が
な
い
語
学
」
と
い
う
こ
と
で
貴

重
な
経
験
を
求
め
る
方
々
が
受
講
し
て
い
ま
す
。 

　
講
師
は
ペ
ル
ー
出
身
の
ク
ア
ド
ラ
・
カ
ル
ロ

ス
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
准
教
授
と
妻
の
イ

ル
マ
さ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
講
師
に
発
音
を
確

認
し
て
も
ら
え
る
の
は
少
人
数
な
ら
で
は
の
良

さ
で
す
。
発
音
を
間
違
え
て
も
恥
ず
か
し
さ
を

感
じ
な
い
明
る
い
雰
囲
気
で
授
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

           

※
今
回
の
語
学
教
室
は
、
四
月
二
十
三
日
か
ら

　
七
月
十
一
日
ま
で
、
毎
週
一
回
の
予
定
で
開

　
講
し
て
い
ま
す
。 

秋田県立大学 

本荘キャンパス 
　　　通信 

№34

韓国語講師の金京椒さん 

スペイン語講師のクアドラ・カル 
ロス准教授（左）と妻のイルマさん 

中国語講師の朱小蕾さん 

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
会
話
と
文
化
を
学
ぼ
う 韓国語教室は最多の19人が受講 

パ
ク
・
ウ
ォ
ン
ヒ 

キ
ム
・
キ
ョ
ン
ス
ク 

シ
ュ
・
シ
ョ
ウ
レ
イ 

チ
ン
・
コ
ク
ヤ
ク 

 声
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

養
成
講
座
開
催
の 

お
知
ら
せ 

 

Ｂ＆Ｇ海洋センタープールオープンのご案内 

▽
 

　住民同士がお互いに見
守り合い、声をかけ合う
地域づくりを目指し、心
の健康づくりや自殺予防
の活動に関心がある市民
を対象に声かけボランテ
ィア養成講座を開催しま
す。受講を希望される方
は、健康管理課（本荘保
健センター）までお申し
込みください。 
 
○第１回 
日時　７月10日㈭　午後 
　１時30分～３時 
場所　本荘保健センター 
内容　自殺予防について 
講師　秋田大学医学部准
　教授　金子善博先生 
○第２回 
日時　８月１日㈮　午後
　１時30分～３時 
場所　本荘保健センター 
内容　自死遺族ケアにつ
　いて 
講師　秋田グリーフケア
　研究会　代表涌井真弓
　さん 
○第３回 
日時　８月25日㈪　午後
　１時30分～３時 
場所　鶴舞会館 
内容　傾聴と共感について 
講師　関西国際大学教授
　　渡邉直樹先生 
○第４回 
日時　９月16日㈫　午後
　１時30分～３時 
場所　本荘保健センター 
内容　ホットハート由利・
　オープンハートオコジ
　ョによる活動報告と意
　見交換会 
講師　秋田大学医学部准教
　授　金子善博先生 
募集人数　30人 
受講料　無料 
申し込み・問い合わせ先
　６月27日㈮まで、健康
　管理課（本荘保健セン
　ター☎22－1834） 

キム・キョンスク 

シュ・ショウレイ 

市内３ヵ所にあるＢ＆Ｇ海洋センターのプールを 
下記の期間オープンします。 

●Ｂ＆Ｇ西目・大内海洋センター　　　　　　　●Ｂ＆Ｇ由利海洋センター 
期間　６月21日㈯～８月31日㈰　　　　　　　　期間　７月12日㈯～８月24日㈰ 
時間　午前９時～午後９時　　　　　　　　　　時間　午前９時～午後９時 
※６月中は夜間の営業はしません。 

◆西目海洋センター（☎33－4128）　◆大内海洋センター（☎65－2210）　◆由利海洋センター（☎53－3166） 
問い合わせ先 
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おくやみ申し上げます

＜５月16日～31日受け付け分＞

　とき…６月７日（土）～７月６日（日）
　ところ…天鷺ワイン城　３階「交流ホール」
　入場料…無料
　内容…油彩画27点を展示。さまざまな
　角度から鳥海山の姿の雄大さ、美しさ
　を堪能ください。
　お問い合わせ…天鷺ワイン（☎74－2100） 

　とき…６月20日（金）、26日（木）午
　後１時～４時
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　お問い合わせ…月本さん（☎22－8282） 

　とき…７月15日（火）午後１時～３時30分
　ところ…本荘勤労青少年ホーム「調理室」
　会費…1,000円（材料費別）
　持ち物…エプロン、ゴム手袋　※先着20人
　申し込み・お問い合わせ…草木染をた
　のしむ会　小川さん（☎22－6664）

　

　とき…６月19日（木）午前９時～正午
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　対象…会員および水に興味関心のある方
　主催…美味しい水をたのしむ会
　内容…①水と健康について②水問題と
　生活について③その他
　お問い合わせ…美味しい水をたのしむ
　会　保科さん（☎24－2933）、伊藤さ
　ん（☎23－1768）

　とき…【１日目】６月21日（土）午前
　10時30分～午後０時30分【２日目】22
　日（日）午前９時～午後２時
　ところ・内容…21日／本荘公園・「仮装・パ 
　フォーマンス大会」（一般公開）※雨天時、校内
　で実施（公園なし）　22日／本荘高校・一般公開
　お問い合わせ…本荘高校生徒会担当　
　齊藤先生（☎22－0832）

　とき…６月22日（日）午前10時～正午
　ところ…円照寺「太子堂｣ 
　　　　（市斎場先の十字路角、市道・薬師堂線沿い） 
　内容…公式など簡単なインド式算術の
　無料指導。どなたでも参加できます。
　持ち物…筆記用具
　申し込み・お問い合わせ…菊地さん
　　　　　　　　　（☎090－2606－4657） 

　 
　とき…６月26日（木）午後１時～２時30分
　ところ…創作工房アトリエ遊
　材料費…1,500円（土、釉薬、焼成代）
　申し込み・お問い合わせ…創作工房ア
　トリエ遊　加賀さん（☎73－2919）
※人数に限りがありますのでお早めにお
　申し込みください。

　とき…７月５日（土）午前10時～正午
　ところ…鶴舞会館「運動室」
　内容…たなばたの会
　対象…親と子、祖父母と孫などのほか、どなたでも
　参加費…無料
　申し込み・お問い合わせ…６月27日　
　（金）まで、市社会福祉協議会本荘支
　所（☎24－3634）

　とき…７月３日（木）午前10時～11時40分
　ところ…本荘由利地域職業訓練センター
　内容…育児中のSIDS（乳幼児突然死症
　候群）、熱性けいれん、ボタンや錠剤
　などの誤飲、やけどなどの乳幼児の異
　常や緊急事態のときに、救急車が来る
　までの間、わが子の命を守るための救
　急救命の技術を身につける。
※講座を受講する間、本荘子育て支援セ
　ンター「あいあい」で保育士が無料で
　お子様を保育します。希望される方は
　事前にご予約ください。
　申し込み・お問い合わせ…６月27日（金）
　まで、本荘子育て支援センター「あい
　あい」（☎28－5535）

＜5月16日～31日受け付け分＞

人の
動き

5月末日現在・住民基本台帳
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45,951 

29,997

人 
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人
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（＋7） 

（＋8） 

（－1） 

（＋31）

（　）は前月比

　とき…７月開催
（詳細は打ち合わせ会議にて）
　ところ…西目サッカー場　ほか
　参加資格…ＪＦＡに登録し
　ているチーム並びに選手
　申し込み・お問い合わせ…
　６月20日（金）まで、由利
　本荘市サッカー協会事務局
　木内卓朗さん（☎53－3247） 
　Eメール yurihonjo-fa@yahoo.co.jp  

　秋田県に初上陸の腰痛・膝
痛・肩こりなどを自分でコン
トロールするための画期的エ
クササイズ「エゴスキューメ
ソッド」の講習会です。
　とき…６月28日（土）午後
　２時～４時
　ところ…アクアパル
　　　　　　「セミナー室」
　参加費…3,300円（テキスト
　代含む）
　持ち物…バスタオル、筆記
　用具、動きやすい服装で
※年齢は問いません。どなた
　でも。
　申し込み…佐藤さん 
　　　　　　　（☎22－8012）

　とき…７月28日（月）、30
　日（水）、８月１日（金）、
　４日（月）、６日（水）、
　８日（金）、18日（月）、
　20日（水）午前９時～午後
　２時ころ
　ところ…ＴＤＫ歴史館
　　　　　　（にかほ市平沢）
　対象…小学校５年生～中学生
　講師…ＴＤＫ技術部門ＯＢ、
　歴史館スタッフ
　定員…100人程度
※定員になり次第、締め切ります。
※参加は無料。昼食は歴史館
　で準備します。
　申し込み・お問い合わせ…
　７月11日（金）まで、 
　ＴＤＫ歴史館（☎35－6580） 

　とき…６月29日（日）午前
　10時開演
　ところ…大内農村環境改善
　センター
　お問い合わせ…事務局　程
　塚さん（018－857－2755） 

　とき…６月29日（日）午前
　９時30分～午後３時30分
　ところ…男鹿東中学校
　　　　　　　（男鹿市船越）
　記念講演…「世界がもし
　100人の村だったら」著者
　池田香代子さん
　参加料…大会協力券1,000円
　（資料代・昼食含む） 
　申し込み・お問い合わせ…
　本荘由利母親連絡会（教育
　会館内　☎22－7471）

阿　部　與四郎さん（84歳）石脇
工　藤　繁　　さん（59歳）薬師堂
佐々木　與一郎さん（95歳）神沢
武　田　洋　子さん（74歳）給人町
猪　股　テツノさん（89歳）上野
北　嶋　シナエさん（81歳）神沢
半　田　誠　一さん（69歳）本田仲町
矢　作　吉　秋さん（76歳）赤田
木　對　良太郎さん（91歳）谷山小路
生　駒　キヱ子さん（76歳）八幡下
佐　藤　カツヨさん（85歳）大鍬町
金　澤　俊　幸さん（59歳）中竪町
赤　川　七　郎さん（74歳）石脇 
猪　又　和　子さん（60歳）石脇

西　尾　キ　ヨさん（96歳）裏尾崎町
菊　地　正　人さん（45歳）川口
小　松　　　久さん（79歳）大簗 
佐々木　二　見さん（78歳）小人町 
間　杉　リ　ツさん（84歳）松ヶ崎
渡　邊　　　治さん（92歳）川口
佐　藤　友太郎さん（73歳）矢島町元町
佐　藤　ヤ　スさん（96歳）矢島町元町
加　藤　悦　朗さん（81歳）岩城亀田大町
小　池　かな子さん（86歳）岩城内道川
内　田　松五郎さん（89歳）岩城内道川 
山　内　　　久さん（69歳）岩城亀田大町
佐　藤　フクミさん（87歳）東鮎川
尾留川　　　稔さん（65歳）前郷
三　浦　一　男さん（75歳）吉沢
太　田　正　雄さん（83歳）小栗山
吉　尾　ミ　ツさん（94歳）牛寺
畑　山　スエノさん（80歳）東由利蔵
安　倍　サクヨさん（86歳）東由利舘合
　　橋　サタヨさん（96歳）東由利舘合
小　松　トミヨさん（87歳）東由利田代
今　野　キ　ミさん（79歳）鳥海町上笹子
武　田　伊　平さん（97歳）鳥海町下笹子
黒　木　フ　ミさん（95歳）鳥海町伏見
太　田　　　廣さん（75歳）鳥海町上笹子
三　船　波　平さん（79歳）鳥海町小川

佐　藤　輝　隼ちゃん（健史さん）薬師堂

長　澤　芽　衣ちゃん（雅之さん）和泉町

五十嵐　柊　斗ちゃん（克哉さん）石脇

佐　　　かんなちゃん（好邦さん）水林

鈴　木　美七海ちゃん（智昭さん）石脇

眞　坂　　　雫ちゃん（康久さん）薬師堂

渋　谷　陽　太ちゃん（ 卓 さん）石脇

細　谷　郁　人ちゃん（裕悦さん）石脇

湯　田　有　琉ちゃん（伸也さん）石脇

猪　股　輝　空ちゃん（ 治 さん）矢島町七日町

猪　股　星　空ちゃん（ 治 さん）矢島町七日町 

目　黒　凜　奈ちゃん（ 忍 さん）岩城勝手

今　野　美　空ちゃん（勝利さん）岩城内道川

ケネディー　海ちゃん（つづりさん）西沢

佐　藤　　　凛ちゃん（ 淳 さん）堰口

伊　藤　知　恩ちゃん（雄飛さん）長坂

　　橋　悠　愛ちゃん（光良さん）岩谷町

工　藤　音　衣ちゃん（崇行さん）中帳

千　葉　綸　音ちゃん（ 翔 さん）徳沢

大日向　さとりちゃん（昌幸さん）東由利法内

畑　山　凛太朗ちゃん（清和さん）東由利宿

工　藤　蒼　空ちゃん（弘志さん）東由利法内

　　橋　　　耀ちゃん（佳樹さん）西目町出戸

渡　辺　彩　月ちゃん（勝也さん）西目町出戸

周　防　宗　司ちゃん（彦紀さん）鳥海町上川内
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広告募集

田口健次氏（旧大内町功労者、元大内町 
議会議員・加賀沢）は、５月21日永眠さ 
れました。氏は、昭和36年から６期20年 
にわたり旧大内町議会議員を務められ、 
この間、議会副議長、教育民生委員を歴 
任。長年にわたり地域社会の発展にご尽 
力されました。昭和50年、60年旧大内町 
自治功労表彰。82歳。
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